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「茗荷谷」（みょうがだに）というのは神田川の支流がつくった侵食谷のことで　正式な地名（住居表示）ではありません　丸ノ内線の駅とその周辺の地域をさす地域名です　
画は教育の森公園から茗荷谷駅に向かう　春日通りとの交差点手前の風景です　道の左側が小石川五丁目　右側が大塚三丁目になります　私が毎日通る道ですが　晩秋
は特に美しいと思います

これが完成した絵です

１、空と路面から塗っていきます　路面は「青＋黒」を薄く塗っておきます ４、道端の植え込みを描き　周囲の建物も少しずつ立体感を出していきます

２、建物は、灰色（グレー・オブ・グレー）に紫（ミネラル・ヴァイオレット）を少し混ぜたも
ので　薄く塗っておきます

５、樹木にも立体感を与えていきます　建物の窓も　庇の部分に影をつけます

３、樹木の幹は　「どこだかわからなくならないうちに」薄く塗っておきます
６、最後に樹木の葉を塗ります　黄→橙→赤→茶→紫の順に重ねて　落ち葉も描け
ば完成です


